
ペ
ー
ジ

⇔

○
日

本
私

立
学

校
振

興
・
共

済
事

業
団

に
係

る
助

成
勘

定

か
ら

厚
生

年
金

勘
定

へ
の

繰
入

れ
に
関

し
定
め

る
件

〔
平

成
九

年
文

部
省
告

示
第
二

〇
一
号

〕
･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
五

一

○
日

本
私

立
学

校
振

興
・
共

済
事

業
団

が
行

う
健

康
の

保

持
増

進
の

た
め

に
必

要
な

事
業

に
関
す

る
指
針

〔
平

成
一

六
年

文
部
科

学
省
告

示
第
一

三
〇
号

〕
･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
五

三

○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令
第
六

条
に
お

い
て
準

用
す

る
国

家
公

務
員

共
済

組
合

法
施
行

令
第
十

一
条
の

三
の

三
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
文
部

科
学
大

臣
が
定

め
る

医
療

に
関

す
る

給
付

を
定

め
る
件

〔
平

成
二

一
年

文
部

科
学
省

告
示
第

七
九
号

〕
･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
五

五

○
健

康
保

険
法

施
行

令
第

四
十

一
条
第
七

項
の
規

定
に
基

づ
き

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

医
療
に

関
す
る

給
付

〔
平

成
二

一
年

厚
生
労

働
省
告

示
第
二

九
〇
号

〕
･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
五

六

○
積

立
金

の
管

理
及

び
運

用
が

長
期
的
な

観
点
か

ら
安
全

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
す
る

た
め
の

基
本
的

な
指

針
〔

平
成

二
六

年
総

務
省
、■■財

務
省

、■■文
部

科
学
省

、■■厚

生
労

働
省

告
示

第
一

号
〕
･
･･･

･･･
･･

･･･
･･

･･･
･･･

･･
･･･

･･･
･･

･･･
･･

･･･
･･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
五

七

○
日

本
私

立
学

校
振

興
・
共

済
事

業
団

に
係

る
経

過
的

長

期
給

付
積

立
金

の
退

職
等

年
金

給
付
勘

定
へ
の

繰
入
れ

〔
令

和
二

年
文
部

科
学
省

告
示
第

三
六
号

〕
･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
六

一

○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
規
則
第

四
条
の

二
第
二

項
第

四
号

に
規

定
す

る
文

部
科

学
大
臣

が
定
め

る
方
法

〔
令

和
六

年
文

部
科

学
省
告

示
第
一

六
一
号

〕
･･

･･
･･･

･･･
･･一

九
六

二

告
　
示

そ　の　他



○
東
日

本
大
震

災
に
対

処
す

る
た

め
の

特
別

の
財

政
援

助

及
び

助
成
に

関
す
る

法
律
の

厚
生

労
働

省
関

係
規

定
の

施
行

等
に
関

す
る
告

示
 〔

抄
〕

〔
平

成
二

三
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

一
五

四
号

〕
･･･

･･･
･･

･･･
･一

九
六

四

○
東
日

本
大
震

災
に
対

処
す

る
た

め
の

特
別

の
財

政
援

助

及
び

助
成
に

関
す
る

法
律
第

五
十

条
の

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る
日

を
定
め

る
件

〔
平
成

二
四

年
厚

生
労

働
省

告
示

第
六

三
号

〕
･･･

･･･
･･

･･･
･一

九
六

五

⇔

○
私
立

学
校
教

職
員
共

済
法

施
行

令
第

三
条

の
規

定
に

よ

る「
主

と
し

て
加

入
者

の
収

入
に

よ
り

生
計

を
維

持
す

る
こ

と
」の

認
定

に
つ
い

て
〔

昭
和

三
五

年
文

部
大

臣
裁

定
〕

･･･
･･･

･･
･･･

･一
九

六
六

○
私
立

学
校
教

職
員
共

済
法

施
行

令
第

四
十

条
に

規
定

す

る「
文
部

科
学
大

臣
の
定

め
る

も
の

」に
つ

い
て

〔
昭

和
五

九
年

文
部

大
臣

裁
定

〕
･･･

･･･
･･

･･･
･一

九
六

七

○
私
立

学
校
教

職
員
共

済
法

施
行

令
第

四
条

に
規

定
す

る

「
文

部
科

学
大
臣

の
定
め

る
金

額
」に

つ
い

て
〔

昭
和

六
一

年
文

部
大

臣
裁

定
〕

･･･
･･･

･･
･･･

･一
九

六
七

通
知
等



○
日

本
私

立
学

校
振

興
　・

　 共
済

事
業

団
に

係
る

助
成

勘
定

か
ら

厚
生

年
金

勘
定

へ
の

繰
入

れ
に

関
し

定

め
る

件

〔
沿
革
〕

平
成

一
二
年
⇔
六
月
⇔
九
日
 文

部
省
告
示
第
一
一
三
号
改
正

平
成

一
四
年
⇔
三
月
⇔
五
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
三
三
号
改
正

平
成

二
五
年
⇔
五
月
二
〇
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
七
九
号
改
正

平
成

二
七
年
⇔
九
月
三
〇
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
一
五
八
号
改
正

昭
和

二
十

七
年

九
月

三
十

日
以

前
に

給
与

事
由

の
生

じ
た

旧
財

団
法

人
私

学
恩

給
財

団

の
年

金
の

特
別

措
置

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
三

十
年

法
律

第
六

十
八

号
）

第
三

条
の

規

定
、

昭
和

四
十

四
年

度
以

後
に

お
け

る
私

立
学

校
教

職
員

共
済

組
合

か
ら

の
年

金
の

額
の

改
定

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
四

十
四

年
法

律
第

九
十

四
号

）
第

八
条

の
規

定
及

び
私

立
学

校
教

職
員

共
済

組
合

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

（
昭

和
三

十
六

年
法

律
第

百
四

十

号
）

附
則

第
七

項
の

規
定

並
び

に
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
の

財
務

及
び

会
計

に
関

す
る

省
令
（

平
成

九
年

文
部

省
令

第
四

十
二

号
）

第
三

条
第

二
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

に
係

る
助

成
勘

定
か

ら
長

期
勘

定
へ

の
繰

入
れ

に
関

し
、

次
の

よ
う

に
定

め
、
平

成
十

年
一

月
一

日
か

ら
適

用
し

、
昭

和
二

十
七

年
九

月

三
十

日
以

前
に

給
与

事
由

の
生

じ
た

旧
財

団
法

人
私

学
恩

給
財

団
の

年
金

の
特

別
措

置
に

関
す

る
法

律
第

一
条

及
び

第
一

条
の

二
の

規
定

に
よ

る
年

金
の

額
の

改
定

に
よ

り
増

加
す

（
）

平
成

九
年

十
二

月
十

九
日

文
部

省
告

示
第

二
百

一
号

る
費

用
に

つ
い

て
日

本
私

学
振

興
財

団
が

私
立

学
校

教
職

員
共

済
組

合
に

対
し

行
な

う
助

成
に

関
し

定
め

る
等

の
件

（
昭

和
四

十
五

年
十

月
一

日
文

部
省

告
示

第
二

百
七

十
九

号
）、

日
本

私
学

振
興

財
団

が
私

立
学

校
教

職
員

共
済

組
合

に
対

し
行

う
助

成
に

関
し

定

め
る

等
の

件
（

昭
和

五
十

一
年

十
一

月
二

十
四

日
文

部
省

告
示

第
百

六
十

二
号

）
及

び
日

本
私

学
振

興
財

団
が

私
立

学
校

教
職

員
共

済
組

合
に

対
し

行
う

助
成

に
関

し
定

め
る

件

（
昭

和
六

十
一

年
七

月
九

日
文

部
省

告
示

第
百
三

号
）
は

、
廃
止

す
る
。

一
⇔

繰
入

額
は

、
毎

年
度

、
当

該
年

度
に

係
る

次
の

イ
及

び
ロ

に
掲

げ
る

額
の

合
計

額

と
す

る
。

イ
⇔

日
本

私
立

学
校

振
興
・

共
済

事
業

団
法

施
行

令
（

平
成

九
年

政
令

第
三

百
五

十

四
号

。
以

下
「

施
行

令
」

と
い

う
。）

第
十

七
条

第
一

号
に

掲
げ

る
費

用
に

百
分

の
八

十
二

を
乗

じ
て

得
た

額
に
相

当
す
る

額

ロ
⇔

施
行

令
第

十
七

条
第

二
号

及
び

第
三

号
に

規
定

す
る

法
律

又
は

政
令

の
規

定
に

よ
る

年
金

の
額

の
改

定
の

対
象

と
な

る
年

金
で

あ
る

給
付

の
種

類
ご

と
に

当
該

改

定
に

よ
り

増
加

す
る

費
用

に
当

該
年

金
の

額
の

算
定

の
基

礎
と

な
っ

た
加

入
者

期

間
（

加
入

者
期

間
と

み
な

さ
れ

た
期

間
を

含
む
。

以
下

同
じ
。）

の
月

数
に

対
す

る
昭

和
二

十
九

年
一

月
一

日
前

の
当

該
加

入
者

期
間

の
月

数
の

比
率

を
乗

じ
て

得

た
額

を
合

算
し

た
額

の
百

分
の

八
十

二
に

相
当

す
る

額
。

た
だ

し
、

そ
の

額
と

イ

に
掲

げ
る

額
と

を
合

算
し

た
額

が
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
法

（
平

成

九
年

法
律

第
四

十
八

号
。

次
号

に
お

い
て

「
法
」

と
い

う
。）

附
則

第
十

二
条

に

規
定

す
る

残
余

の
額

の
一

部
と

し
て

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

（
次

号

に
お

い
て

「
事

業
団

」
と

い
う

。）
の

予
算

で
措

置
さ

れ
た

額
を

超
え

る
と

き

は
、

当
該

予
算

で
措

置
さ

れ
た
額

か
ら
イ

に
掲
げ

る
額
を

控
除
し

た
額
と

す
る
。

そ
の
他

　
　

日
本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
に

係
る

助
成

勘
定

か
ら

厚
生

年
金

勘
定

へ
の

繰
入

れ
に

関
し
定

め
る
件

一
九

五
一



二
⇔

前
号

の
規

定
に

か
か

わ
ら

ず
、
法

第
三

十
五

条
第

一
項

に
規

定
す

る
残

余
の

額

が
、

事
業

団
の
予

算
で
措

置
さ

れ
た

法
第

二
十

三
条

第
一

項
第

三
号

の
助

成
金

（
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

「
助

成
金

」
と

い
う

。）
の

額
及

び
厚

生
年

金
勘

定
へ

の
繰

入

額
を

合
算

し
た
額

を
下
回

る
場

合
の

繰
入

額
は

、
残

余
の

額
か

ら
助

成
金

の
財

源
に

充
て

ら
れ

る
額
を

控
除
し

た
額

と
す

る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
繰

入
額

が
前

号
イ

に
掲

げ
る
額

を
超
え

な
い

と
き

は
、

残
余

の
額

か
ら

助
成

金
の

財
源

に
充

て
ら

れ
る

額
を

控
除
し

た
全
額

を
施

行
令

第
十

七
条

第
一

号
に

掲
げ

る
費

用
に

つ
い

て
繰

入
れ

を
行

う
も
の

と
し
、

当
該

繰
入

額
が

前
号

イ
に

掲
げ

る
額

を
超

え
る

と
き

は
、

同
号

イ
に

掲
げ
る

額
を
施

行
令

第
十

七
条

第
一

号
に

掲
げ

る
費

用
に

つ
い

て
、

当
該

繰
入

額
か

ら
前
号

イ
に
掲

げ
る

額
を

控
除

し
た

額
を

同
条

第
二

号
及

び
第

三
号

に
掲

げ
る

費
用

に
つ
い

て
繰
入

れ
を

行
う

も
の

と
す

る
。

三
⇔

繰
入

額
は

、
精
算

払
と
す

る
。

一
号

…
一

部
改

正
・
二

号
…

追
加
・
三

号
…

削
除
・
旧

二
号

…
三

号
に

繰
下〔

平
成

一
二

年
六

月
文
部
告
一
一
三
号

〕、
一
・
二
号
…
一
部
改
正〔

平
成
一
四
年
三
月
文
科
告
三
三
号
・
二
五
年

五
月
七
九
号

〕、
二
号
…

一
部
改
正〔

平
成
二
七
年
九
月
文
科
告
一
五
八
号
〕

前
⇔

文
 〔

抄
〕
〔
平
成

一
二
年
六
月
九
日
 文

部
省
告
示
第
一
一
三
号
〕

平
成
十

一
年

度
に

お
け
る

繰
入

額
か

ら
適

用
す

る
。

前
⇔

文
 〔

抄
〕
〔
平
成

二
七
年
九
月
三
〇
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
一
五
八
号
〕

平
成

二
十

七
年

十
月
一

日
か
ら

適
用

す
る

。

一
九

五
二

そ
の
他

　
　

日
本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
に

係
る

助
成

勘
定

か
ら

厚
生

年
金

勘
定

へ
の

繰
入

れ
に

関
し
定

め
る
件



○
日

本
私

立
学

校
振

興
・
共

済
事

業
団

が
行

う
健

康

の
保

持
増

進
の

た
め

に
必

要
な

事
業

に
関

す
る

指

針〔
沿
革
〕

令
和

　
六
年
⇔
三
月
二
八
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
四
三
号
改
正

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

（
昭

和
二

十
八

年
法

律
第

二
百

四
十

五
号

）
第

二
十

六
条

第

三
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

が
行

う
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
に

必
要

な
事

業
に
関

す
る

指
針

を
次

の
よ

う
に

定
め

た
の

で
、

公
表

す
る

。

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

が
行

う
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め

に
必

要
な
事

業
に
関

す
る

指
針

第
一

　
目

的

こ
の

指
針

は
、

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

（
以

下
「
法

」
と

い
う

。）
第

二
十

六
条

第
六

項
及

び
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
私

立
学

校
教

職
員

共
済

制
度

の
加

入
者

及
び

そ
の

被
扶

養
者

（
以

下
「

加
入

者
等
」

と
い

う
。）

を
対

象
と

し
て

行
わ

れ
る

健
康

教

育
、

健
康

相
談

、
健

康
診

査
そ

の
他

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
に

必
要

な
事

業
（

以

下
「

保
健

事
業

」
と

い
う

。）
に

関
し

、
健

康
増

進
法
（

平
成

十
四

年
法

律
第

百
三

号
）

第
九

条
第

一
項

に
規

定
す

る
健

康
診

査
等

指
針

と
調

和
を

保
ち

つ
つ

、
そ

の
基

本

的
な
指

針
を

示
す

も
の
で

あ
る

。

（
）

平
成

十
六

年
八

月
三

日
文

部
科

学
省

告
示

第
百

三
十

号

第
二

　
事

業
団

の
役

割

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

（
以

下
「

事
業

団
」

と
い

う
。）

は
、
法

第
二

十
六

条
第

一
項

第
一

号
の

規
定

に
よ

り
、

加
入

者
等

の
保

健
事

業
を

行
う

こ
と

と
さ

れ

て
い

る
。
一

方
、

学
校

保
健

安
全

法
（

昭
和

三
十

三
年

法
律

第
五

十
六

号
）

第
五

条
の

規
定

に
よ

り
、

学
校

に
お

い
て

は
、

職
員

の
健

康
診

断
、

環
境

衛
生

検
査

そ
の

他
保

健

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

計
画

を
立

て
、

こ
れ

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ

て
い

る
。
ま

た
、

労
働

安
全

衛
生

法
（

昭
和

四
十

七
年

法
律

第
五

十
七

号
）

第
六

十
六

条
第

一
項

の
規

定
に

よ
り
、

事
業

者
は

、
労

働
者

に
対

し
、

医
師

に
よ

る
健

康
診

断
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
、

同
法

第
六

十
九

条
第

一
項

の
規

定
に

よ
り

、
事

業

者
は
、

労
働

者
に

対
す

る
健

康
教

育
及

び
健

康
相

談
そ

の
他

労
働

者
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

た
め

必
要

な
措

置
を

継
続

的
か

つ
計

画
的

に
講

ず
る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
て

い
る

。

事
業

団
は

、
こ

れ
ら

の
措

置
と

の
調

和
を

図
り

つ
つ

、
保

健
事

業
を

適
切

か
つ

有
効

に
実

施
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す
る

。

第
三

　
保

健
事

業

一
　

基
本

的
な

考
え

方

事
業

団
は

、
加

入
者

等
の

特
性

を
踏

ま
え

た
保

健
事

業
を

積
極

的
に

実
施

す
る

こ

と
に

よ
り

、
加

入
者

等
の

健
康

の
保

持
増

進
及

び
疾

病
予

防
の

た
め

の
自

主
的

な
取

組
を

支
援

し
、
も

っ
て

加
入

者
等

の
生

活
の

質
の

維
持

及
び

向
上

を
実

現
す

る
こ

と

を
目

指
す

も
の

と
す

る
。

そ
の

際
、

事
業

団
は

、
健

康
増

進
法

第
七

条
第

一
項

に
規

定
す

る
基

本
方

針
の

内

容
を

踏
ま

え
、

適
切

に
対

応
す

る
こ

と
が
必

要
で
あ

る
。

そ
の
他

　
　

日
本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
が

行
う

健
康

の
保

持
増

進
の

た
め

に
必

要
な

事
業

に
関

す
る
指

針
一
九

五
三



二
　
保

健
事

業
の

内
容

事
業

団
は

、
加

入
者

等
を

対
象

と
し

て
、

次
の

保
健

事
業

を
実

施
す

る
よ

う
努

め

る
も

の
と

す
る

。

１
　

健
康

教
育

加
入

者
等

が
自

主
的

に
健

康
づ

く
り

に
取

り
組

む
契

機
と

な
る

よ
う
、

生
活

習

慣
病

等
の

発
病

の
予

防
の

た
め

の
知

識
の

普
及

等
健

康
教

育
の

内
容

の
充

実
を

図

る
。

２
　

健
康

相
談

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

に
配

慮
し

つ
つ

、
生

活
習

慣
の

改
善

に
関

す
る

助
言

そ
の

他
心

身
の

健
康
に

関
し
必

要
な

助
言

等
を

行
う

た
め

の
健

康
相

談
を

実
施

す
る

。

３
　

健
康

診
査

加
入

者
等

が
受

け
る

健
康

診
査

に
要

す
る

経
費

を
補

助
す

る
な

ど
、
加

入
者

等

が
健

康
診

査
を

積
極

的
に

受
け

ら
れ

る
よ

う
支

援
す

る
こ

と
と

し
、
そ

の
支

援
に

当
た

っ
て
は

、
次
の

事
項

に
つ

い
て

配
慮

す
る

。

⇔　
補

助
の

対
象

と
す

る
健

康
診

査
の

検
査

項
目

及
び

検
査

方
法

に
つ

い
て

は
、

科
学

的
知

見
の

蓄
積

等
を

踏
ま

え
て

設
定

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

見
直

し
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

検
査

項
目

及
び

検
査

方
法

の
医

学
的

な
有

効
性

の
ほ

か
、

他
の

健
康

増
進

事
業

実
施

者
の

実
施

状
況

に
つ

い
て
、

必
要

な
情

報
収

集

を
行

う
こ

と
。

⇔　
健

康
診

査
を

行
う

施
設

を
あ

っ
せ

ん
す

る
と

き
は

、
次

の
事

項
が

実
施

さ
れ

る
よ

う
当

該
施
設

と
連

携
す

る
こ

と
。

①
　

当
該

施
設

に
お

い
て

、
健

康
診

査
を

行
っ

た
と

き
は

、
治

療
を

要
す

る

()

１

()

２

者
、

生
活

習
慣

の
改

善
を

要
す

る
者

等
を

速
や

か
に

把
握

し
、

加
入

者
等

に

結
果

を
通

知
す

る
こ

と
。

②
　
結

果
の

通
知

に
当

た
っ

て
は

、
医

師
、

保
健

師
等

の
助

言
を

得
て

、
治

療

を
要

す
る

者
に

受
診

を
勧

奨
す

る
と

と
も

に
、

生
活

習
慣

の
改

善
を

要
す

る

者
に

つ
い

て
は

、
そ

の
環

境
及

び
心

身
の

状
況

に
応

じ
て

継
続

的
な

指
導

を

行
う

こ
と

。

４
　

そ
の

他
の

保
健

事
業

健
康

教
育

、
健

康
相

談
及

び
健

康
診

査
の

ほ
か

、
事

業
団

は
、

健
康

の
保

持
増

進
及

び
疾

病
予

防
の

観
点

か
ら

、
健

康
づ

く
り

事
業

等
の

保
健

事
業

を
実

施
す

る
。

三
　

保
健

事
業

の
実

施
要

綱
の

策
定

事
業

団
は

、
保

健
事

業
の

総
合

的
推

進
に

つ
い

て
定

め
る

実
施

要
綱

を
策

定
す

る

も
の

と
す

る
。

第
一
・
二
・
三
…
一
部
改
正〔

令
和
六
年
三
月
文
科
告
四
三
号
〕

前
　

文
 〔

抄
〕
〔
令
和
六
年
三
月
二
八
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
四
三
号
〕

令
和

六
年

四
月

一
日

か
ら

適
用

す
る
。

一
九

五
四

そ
の
他

　
　

日
本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
が

行
う

健
康

の
保

持
増

進
の

た
め

に
必

要
な

事
業

に
関

す
る
指

針



○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
六

条
に

お
い

て
準

用
す

る
国

家
公

務
員

共
済

組
合

法
施

行
令

第

十
一

条
の

三
の

三
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
文

部

科
学

大
臣

が
定

め
る

医
療

に
関

す
る

給
付

を
定

め

る
件〔
沿
革
〕

平
成
二

九
年
　
八
月
三
一
日

文
部
科
学
省
告
示
第
一
〇
六
号
改
正

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

令
（

昭
和

二
十

八
年

政
令

第
四

百
二

十
五

号
）
第

六
条

に
お

い
て

準
用

す
る

国
家

公
務

員
共

済
組

合
法

施
行

令
（

昭
和

三
十

三
年

政
令

第
二

百
七

号
）

第
十

一
条

の
三

の
四

〔
現

行
＝

一
一

条
の

三
の

三
＝

平
成

二
九

年
七

月
政

令
二

一
三

号
に

よ
り

改
正
〕

第
七

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
六

条

に
お

い
て

準
用

す
る

国
家

公
務

員
共

済
組

合
法

施
行

令
第

十
一

条
の

三
の

四
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
文

部
科

学
大

臣
が

定
め

る
医

療
に

関
す

る
給

付
を

次
の

よ
う

に
定

め
、
公

布

の
日

か
ら

適
用

す
る

。

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

令
第

六
条

に
お

い
て

準
用

す
る

国
家

公
務

員
共

済
組

合

法
施

行
令

第
十

一
条

の
三

の
三

第
七

項
の

規
定

に
基

づ
き

文
部

科
学

大
臣

が
定

め
る

医
療

に
関

す
る

給
付

は
、

健
康

保
険

法
施

行
令
（

大
正

十
五

年
勅

令
第

二
百

四
十

三
号
）

第
四

十
一

条
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
医

療
に

関
す

る
給

付
（

平
成

（
）

平
成

二
十

一
年

五
月

一
日

文
部

科
学

省
告

示
第

七
十

九
号

二
十

一
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

二
百

九
十

号
）
に

規
定
す

る
給
付

と
す
る

。

本
則
…
一
部
改
正〔

平
成
二
九
年
八
月
文
科
告
一
〇
六
号
〕

前
　

文
 〔

抄
〕
〔
平
成
二
九
年
八
月
三
一
日
 文

部
科
学
省
告
示
第
一
〇
六
号
〕

公
布

の
日

か
ら

施
行

し
、

改
正

後
の

規
定

は
平

成
二

十
九

年
八

月
一

日
か

ら
適

用
す

る
。

そ
の
他

　
　

私
立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
六

条
に

お
い

て
準

用
す

る
国

家
公

務
員

共
済

組
合

法
施

行
令
第

十
一
条

の
三
の

三
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
文

部
科

学
大

臣
が

定
め

る
医

療
に

関
す

る
給

付
を

定
め

る
件

一
九

五
五



○
健

康
保

険
法

施
行

令
第

四
十

一
条

第
七

項
の

規
定

に
基

づ
き

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

医
療

に
関

す

る
給

付

〔
沿
革
〕

平
成
二

六
年
一
二
月
一
九
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
四
七
六
号
改
正

平
成
三

〇
年
一
一
月
二
〇
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
三
九
三
号
改
正

令
和
　

三
年
　
三
月
三
一
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
一
四
三
号
改
正

健
康

保
険

法
施

行
令

（
大

正
十

五
年

勅
令

第
二

百
四

十
三

号
）

第
四

十
一

条
第

七
項

の

規
定

に
基

づ
き

、
健

康
保

険
法

施
行

令
第

四
十

一
条

第
七

項
の

規
定

に
基

づ
き

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

医
療

に
関

す
る

給
付

を
次

の
よ

う
に

定
め

、
平

成
二

十
一

年
五

月
一

日
か

ら
適

用
す

る
。

健
康

保
険

法
施

行
令

第
四

十
一

条
第

七
項

の
規

定
に

基
づ

き
厚

生
労

働

大
臣

が
定
め

る
医
療

に
関

す
る

給
付

一
⇔

児
童

福
祉

法
（

昭
和

二
十

二
年

法
律

第
百

六
十

四
号

）
第

十
九

条
の

二
第

一
項

の
小

児
慢
性

特
定

疾
病

医
療
費

の
支

給

二
⇔

難
病

の
患

者
に

対
す

る
医

療
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
二

十
六

年
法

律
第

五
十

号
）

第
五
条

第
一

項
の

特
定
医

療
費

の
支

給

三
⇔

昭
和

四
十

八
年

四
月

十
七

日
衛

発
第

二
百

四
十

二
号

厚
生

省
公

衆
衛

生
局

長
通

知

「
特
定

疾
患

治
療

研
究
事

業
に

つ
い

て
」

に
よ

る
治

療
研

究
に

係
る

医
療

の
給

付

四
⇔

平
成

三
十

年
六

月
二

十
七

日
健

発
〇

六
二

七
第

一
号

厚
生

労
働

省
健

康
局

長
通

知

（
）

平
成

二
十

一
年

四
月

三
十

日
厚

生
労

働
省

告
示

第
二

百
九

十
号

「
肝

が
ん

・
重

度
肝

硬
変

治
療

研
究

促
進

事
業

に
つ

い
て

」
に

よ
る

高
療

該
当

肝
が

ん
・

重
度

肝
硬

変
入

院
関

係
医

療
に

係
る
医

療
費
の

支
給

本
則

…
一

部
改

正〔
平

成
二

六
年

一
二

月
厚

労
告

四
七

六
号
・
三

〇
年

一
一

月
三

九
三

号
・
令

和
三
年
三
月
一
四
三
号
〕

前
　

文
 〔

抄
〕
〔
平
成
二
六
年
一
二
月
一
九
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
四
七
六
号
〕

平
成

二
十

七
年

一
月

一
日

か
ら

適
用
す

る
。

前
　

文
 〔

抄
〕
〔
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
〇
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
三
九
三
号
〕

平
成

三
十

年
十

二
月

一
日

か
ら

適
用
す

る
。

前
　

文
 〔

抄
〕
〔
令
和
三
年
三
月
三
一
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
一
四
三
号
〕

令
和

三
年

四
月

一
日

か
ら

適
用

す
る
。

そ
の
他

　
　

健
康
保

険
法

施
行

令
第

四
十

一
条

第
七

項
の

規
定

に
基

づ
き

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

医
療

に
関
す

る
給
付

一
九

五
六



○
積

立
金

の
管

理
及

び
運

用
が

長
期

的
な

観
点

か
ら

安
全

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め

の
基

本
的

な
指

針

〔
沿
革
〕

令
和

⇔
二

年
⇔

二
月

二
七

日
総

務
・
財

務
・
文

部
科

学
・
厚

生
労

働
省

告
示
第

一
号
改
正

令
和

⇔
七

年
⇔

三
月

二
四

日
総

務
・
財

務
・
文

部
科

学
・
厚

生
労

働
省

告
示
第

一
号
改
正

被
用

者
年

金
制

度
の

一
元

化
等

を
図

る
た

め
の

厚
生

年
金

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す

る
法

律
（

平
成

二
十

四
年

法
律

第
六

十
三

号
）

の
施

行
に

伴
い

、
並

び
に

厚
生

年
金

保
険

法
（

昭
和

二
十

九
年

法
律

第
百

十
五

号
）

第
七

十
九

条
の

四
第

一
項

及
び

被
用

者
年

金
制

度
の

一
元

化
等

を
図

る
た

め
の

厚
生

年
金

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

附
則

第
二

十
八

条
第

一
項

の
規

定
に

基
づ

き
、

積
立

金
の

管
理

及
び

運
用

が
長

期
的

な
観

点
か

ら
安

全
か

つ
効

率
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
基

本
的

な
指

針
を

次
の

よ
う

に
定

め
、

同
法

の
施

行
の

日
（

平
成

二
十

七
年

十
月

一
日

）
か

ら
適

用
す

る
こ

と
と

し
た

の
で
、

厚

生
年

金
保

険
法

第
七

十
九

条
の

四
第

六
項

及
び

被
用

者
年

金
制

度
の

一
元

化
等

を
図

る
た

め
の

厚
生

年
金

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

附
則

第
二

十
八

条
第

一
項

の
規

定
に

基
づ

き
公

表
す

る
。

積
立

金
の

管
理

及
び

運
用

が
長

期
的

な
観

点
か

ら
安

全
か

つ
効

率
的

に

行
わ

れ
る
よ

う
に
す

る
た

め
の

基
本

的
な

指
針

（
）

平
成
二

十
六
年

七
月

三
日

総
務
省

、
財
務

省
、

文
部

科
学

省
、

厚
生

労
働

省
告

示
第

一
号

第
一

⇔
積

立
金

の
管

理
及

び
運

用
に

関
す

る
基
本

的
な
方

針

一
⇔

積
立

金
（
厚

生
年

金
保

険
法
（

以
下

「
法

」
と

い
う

。）
第

七
十

九
条

の
二

に
規

定
す

る
積

立
金

を
い

う
。

以
下

同
じ

。）
の

運
用

は
、

積
立

金
が

厚
生

年
金

保
険

の

被
保

険
者

か
ら

徴
収

さ
れ

た
保

険
料

の
一

部
で

あ
り

、
か

つ
、

将
来

の
保

険
給

付
の

貴
重

な
財

源
と

な
る

も
の

で
あ

る
こ

と
に

特
に

留
意

し
、

専
ら

厚
生

年
金

保
険

（
法

第
七

十
九

条
の

三
第

三
項

の
規

定
に

よ
り

共
済

各
法

（
同

項
に

規
定

す
る

共
済

各
法

を
い

う
。）

の
目

的
に

沿
っ

て
運

用
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
厚

生
年

金
保

険
）

の

被
保

険
者

の
利

益
の

た
め

に
、

長
期

的
な

観
点

か
ら

、
安

全
か

つ
効

率
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
将

来
に

わ
た

っ
て

、
厚

生
年

金
保

険
事

業
の

運
営

の
安

定
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
行

う
こ

と
。

二
⇔

積
立

金
の

運
用

は
、

法
第

二
条

の
四

第
一

項
に

規
定

す
る

財
政

の
現

況
及

び
見

通

し
（

以
下

「
財

政
の

現
況

及
び

見
通

し
」

と
い

う
。）

及
び

積
立

金
の

運
用

に
お

い

て
将

来
合

理
的

に
期

待
で

き
る

運
用

利
回

り
の

水
準

を
踏

ま
え

、
保

険
給

付
等

に
必

要
な

流
動

性
を

確
保

し
つ

つ
、

必
要

と
な

る
積

立
金

の
実

質
的

な
運

用
利

回
り

（
積

立
金

の
運

用
利

回
り

か
ら

名
目

賃
金

上
昇

率
を

差
し

引
い

た
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

を
、

最
低

限
の

リ
ス

ク
で

確
保
す

る
こ
と

を
目
的

と
し
て

行
う
こ

と
。

第
二

⇔
積

立
金

の
資

産
の

構
成

の
目

標
に

関
す
る

基
本
的

な
事
項

一
⇔

管
理

運
用

主
体

（
法

第
七

十
九

条
の

四
第

二
項

第
三

号
に

規
定

す
る

管
理

運
用

主

体
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

は
、

本
指

針
に

適
合

す
る

よ
う

、
共

同
し

て
、
管

理
運

用
の

方
針

（
法

第
七

十
九

条
の

六
第

一
項

に
規

定
す

る
管

理
運

用
の

方
針

を
い

う
。

以
下

同
じ

。）
に

お
い

て
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

（
同

条
第

二
項

第
三

号
に

規
定

す

る
管

理
積

立
金

（
同

条
第

一
項

に
規

定
す

る
管

理
積

立
金

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

そ
の
他

　
　

積
立
金

の
管

理
及

び
運

用
が

長
期

的
な

観
点

か
ら

安
全

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
た
め

の
基
本

的
な
指

針
一
九

五
七



の
管

理
及

び
運

用
に

お
け

る
長

期
的

な
観

点
か

ら
の

資
産

の
構

成
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

を
定

め
る

に
当

た
っ

て
参

酌
す

べ
き

積
立

金
の

資
産

の
構

成
の

目
標

（
以

下

「
モ

デ
ル

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
」

と
い

う
。）

を
定

め
る

こ
と

。
そ

の
際
、

積
立

金
等

の
今

後
の

見
通

し
と
整

合
的

な
形

で
の

リ
ス

ク
検

証
を

行
う

こ
と

。

二
⇔

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

は
、

財
政

の
現

況
及

び
見

通
し

及
び

積
立

金
の

運
用

に

お
い

て
将

来
合

理
的

に
期

待
で

き
る

運
用

利
回

り
の

水
準

を
踏

ま
え

、
積

立
金

の
実

質
的

な
運

用
利

回
り
1.9％

を
長

期
的

に
確

保
す

る
構

成
と

す
る

こ
と

。

三
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
定

め
る

に
当

た
っ

て
は
、

資
産

の
管

理
及

び
運

用
に

関
し

一
般

に
認

め
ら

れ
て

い
る

専
門

的
な

知
見

並
び

に
内

外
の

経
済

動
向

を
考

慮
す

る
こ

と
。

そ
の

際
、

今
後

の
経

済
状

況
の

見
通

し
を

踏
ま

え
、

フ
ォ

ワ
ー

ド
・

ル
ッ
キ

ン
グ

な
リ

ス
ク

分
析

を
行

う
こ

と
。

四
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
定

め
る

に
当

た
っ

て
は
、

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
参

酌
し

て
管

理
運

用
主

体
が

定
め

る
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
の

関
係

も
併

せ
て

検
討

す
る

こ
と
。

そ
の

際
、

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
中

心

値
範

囲
の

範
囲

内
で

基
本

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

定
め

る
等

、
管

理
運

用
主

体
が

管
理

積
立

金
の

運
用

に
お

い
て

、
厚

生
年

金
保

険
事

業
の

共
通

財
源

と
し

て
一

体
性

を
確

保
し

つ
つ

、
自

主
性

及
び

創
意

工
夫

を
発

揮
で

き
る

よ
う

な
も

の
と

な
る

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

。

五
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

財
政

の
現

況
及

び
見

通
し

が
作

成
さ

れ
た

と
き

そ
の

他
必

要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
共

同
し

て
、

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
検

討
を

加

え
、

必
要

に
応

じ
、

こ
れ

を
変

更
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と
。

ま
た

、
管

理
運

用

主
体

は
、

モ
デ

ル
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

策
定

時
に

想
定

し
た

運
用

環
境

が
現

実
か

ら
乖

離
し

て
い

な
い

か
等

に
つ

い
て

の
定

期
的

な
検

証
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
。

第
三

⇔
積

立
金

の
管

理
及

び
運

用
に

関
し

管
理
運

用
主
体

が
遵
守

す
べ
き

基
本
的

な
事
項

一
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、
管

理
積

立
金

の
管

理
及

び
運

用
を

適
切

に
行

う
た

め
、

本
指

針
に

適
合

す
る

よ
う

に
、

か
つ

、
モ

デ
ル

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

即
し

て
、

基
本

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

含
む

管
理

運
用

の
方

針
を

定
め

る
こ

と
。

そ
の

際
、

基
本

ポ
ー

ト

フ
ォ

リ
オ

に
つ

い
て

は
、

積
立

金
等

の
今

後
の

見
通

し
と

整
合

的
な

形
で

の
リ

ス
ク

検
証

を
行

う
こ

と
。

二
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

本
指

針
が

変
更

さ
れ

た
と

き
そ

の
他

必
要

が
あ

る
と

認
め

る

と
き

は
、

管
理

運
用

の
方

針
に

検
討

を
加

え
、

必
要

に
応

じ
、

こ
れ

を
変

更
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と
。

特
に

、
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
つ

い
て

は
、

策
定

時
に

想

定
し

た
運

用
環

境
が

現
実

か
ら

乖
離

し
て

い
な

い
か

等
に

つ
い

て
の

検
証

を
定

期
的

に
行

い
、

必
要

に
応

じ
、

随
時

見
直

す
こ
と

。

三
⇔

管
理

運
用

主
体

が
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
定

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
資

産
の

管

理
及

び
運

用
に

関
し

一
般

に
認

め
ら

れ
て

い
る

専
門

的
な

知
見

並
び

に
内

外
の

経
済

動
向

を
考

慮
す

る
こ

と
。

そ
の

際
、

今
後

の
経

済
状

況
の

見
通

し
を

踏
ま

え
、

フ
ォ

ワ
ー

ド
・

ル
ッ

キ
ン

グ
な

リ
ス

ク
分

析
を
行

う
こ
と

。

四
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

本
指

針
及

び
管

理
運

用
の

方
針

に
従

っ
て

管
理

積
立

金
の

管

理
及

び
運

用
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
こ

と
。

五
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

分
散

投
資

に
よ

る
運

用
管

理
を

行
う

こ
と

。
そ

の
際

、
ポ

ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

管
理

を
適

切
に

行
う

と
と

も
に

、
資

産
全

体
、

各
資

産
、

各
運

用
受

託
機

関
及

び
各

資
産

管
理

機
関

等
の

リ
ス
ク

管
理
を

行
う
こ

と
。

一
九

五
八

そ
の
他

　
　

積
立
金

の
管

理
及

び
運

用
が

長
期

的
な

観
点

か
ら

安
全

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
た
め

の
基
本

的
な
指

針



六
⇔

管
理

運
用

主
体

に
よ

る
管

理
積

立
金

の
運

用
に

当
た

っ
て

は
、
管

理
運

用
主

体
の

資
産

の
規

模
に

応
じ

、
市

場
規

模
を

考
慮

し
、

自
ら

過
大

な
マ

ー
ケ

ッ
ト
・

イ
ン

パ

ク
ト

を
被

る
こ

と
が

な
い

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
、

市
場

の
価

格
形

成
や

民
間

の
投

資
行

動
等

を
歪

め
な
い

よ
う

配
慮

す
る

こ
と

。

七
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

企
業

経
営

に
対

し
て

過
度

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
よ

う
配

慮

す
る

と
と

も
に

、
企

業
経

営
等

に
与

え
る

影
響

を
考

慮
し

つ
つ

、
株

主
等

の
長

期
的

な
利

益
の

最
大

化
を

目
指

す
観

点
か

ら
、

株
主

議
決

権
の

行
使

等
の

適
切

な
対

応
を

行
う

こ
と

。
そ

の
際

、「
責

任
あ

る
機

関
投

資
家

」
の

諸
原

則
≪

日
本

版
ス

チ
ュ

ワ
ー

ド
シ

ッ
プ

・
コ

ー
ド

≫
（

平
成

二
十

六
年

二
月

二
十

六
日

日
本

版
ス

チ
ュ

ワ
ー

ド
シ

ッ
プ

・
コ

ー
ド

に
関

す
る

有
識

者
検

討
会

取
り

ま
と

め
）

を
踏

ま
え
、

ス
チ

ュ

ワ
ー

ド
シ

ッ
プ

責
任

（
機

関
投

資
家

が
、
投

資
先

企
業

や
そ

の
事

業
環

境
等

に
関

す

る
深

い
理

解
の

ほ
か

運
用

戦
略

に
応

じ
た

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ
（

Ｅ
Ｓ

Ｇ
要

素
を

含

む
中

長
期

的
な

持
続

可
能

性
）
の

考
慮

に
基

づ
く

建
設

的
な

エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ

ン
ト

等

を
通

じ
て

、
当

該
企

業
の

企
業

価
値

の
向

上
や

持
続

的
成

長
を

促
す

こ
と

に
よ

り
、

顧
客

・
受

益
者

の
中

長
期

的
な

投
資

収
益

の
拡

大
を

図
る

責
任

を
い

う
。）

を
果

た

す
上

で
の

基
本

的
な

方
針

を
策

定
し
、

公
表

し
た

上
で

、
必

要
な

取
組

を
行

う
こ

と
。

八
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

企
業

経
営

等
に

与
え

る
影

響
を

考
慮

し
、

自
家

運
用

で
株

式

運
用

を
行

う
場

合
に
お

い
て

は
、

個
別

銘
柄

の
選

択
は

行
わ

な
い

こ
と

。

九
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

年
金

財
政

の
見

通
し

及
び

収
支

状
況

を
踏

ま
え

、
保

険
給

付

等
に

支
障

を
生

じ
さ

せ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、
保

険
給

付
等

に
必

要
な

流
動

性
を

確

保
す

る
こ

と
。

十
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

実
質

的
な

運
用

利
回

り
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、

運
用

手
法

の
見

直
し

並
び

に
運

用
受

託
機

関
等

の
選

定
及

び
管

理
の

強
化

の
た

め
の

取
組

を
進

め
る

こ
と
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
運

用
受

託
機

関
等

に
つ

い
て

は
、

定

期
的

に
評

価
を

行
い

、
資

金
配

分
の

見
直
し

等
の
必

要
な
措

置
を
採

る
こ
と

。

十
一

⇔
管

理
運

用
主

体
は

、
パ

ッ
シ

ブ
運

用
と

ア
ク

テ
ィ

ブ
運

用
を

併
用

す
る

こ
と

を

原
則

と
す

る
こ

と
。
そ

の
上

で
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
運

用
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
超

過

収
益

の
獲

得
を

目
指

す
も

の
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

運
用

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
運

用
実

績
も

勘
案

し
、

超
過

収
益

が
獲

得
で

き
る

と
の

期
待

を
裏

付
け

る
十

分
な

根
拠

を
得

る
こ

と
を

前
提

に
行
う

こ
と
。

十
二

⇔
管

理
運

用
主

体
は
、

積
立

金
の

運
用

に
お

い
て

、
投

資
先

及
び

市
場

全
体

の
持

続
的

成
長

が
、
運

用
資

産
の

長
期

的
な

投
資

収
益

の
拡

大
に

必
要

で
あ

る
と

の
考

え

方
を

踏
ま

え
、

被
保

険
者

の
利

益
の

た
め

に
長

期
的

な
収

益
を

確
保

す
る

観
点

か

ら
、

財
務

的
な

要
素

に
加

え
て

、
非

財
務

的
要

素
で

あ
る

Ｅ
Ｓ

Ｇ
（

環
境

、
社

会
、

ガ
バ

ナ
ン

ス
）
や

社
会
・

環
境

的
効

果
（

イ
ン

パ
ク

ト
）

を
考

慮
し

た
投

資
を

推
進

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
個

別
に

検
討

し
た
上

で
、
必

要
な
取

組
を
行

う
こ
と

。

十
三

⇔
管

理
運

用
主

体
は
、

ア
セ

ッ
ト

オ
ー

ナ
ー

・
プ

リ
ン

シ
プ

ル
（

令
和

六
年

八
月

二
十

八
日

内
閣

官
房

新
し

い
資

本
主

義
実

現
本

部
事

務
局

策
定

）
を

踏
ま

え
、

ア

セ
ッ

ト
オ

ー
ナ

ー
と

し
て

の
責

任
を

果
た
す

た
め
に

必
要
な

取
組
を

行
う
こ

と
。

第
四

⇔
そ

の
他

積
立

金
の

管
理

及
び

運
用

に
関
す

る
重
要

事
項

一
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
見

直
す

場
合

に
お

い
て

、
市

場
へ

の
影

響
等

に
鑑

み
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

見
直

し
後

の
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
円

滑
に

移
行

さ
せ

る
た

め
、

移
行

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ

そ
の
他

　
　

積
立
金

の
管

理
及

び
運

用
が

長
期

的
な

観
点

か
ら

安
全

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
た
め

の
基
本

的
な
指

針
一
九

五
九



（
基

本
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
実

現
す

る
ま

で
の

経
過

的
な

資
産

の
構

成
を

い
う

。）

を
策

定
す

る
こ

と
。

二
⇔

主
務

大
臣

（
法

第
百

条
の

三
の

三
第

一
項

に
規

定
す

る
主

務
大

臣
を

い
う
。

以
下

同
じ

。）
及

び
管

理
運

用
主

体
は

、
積

立
金

の
運

用
の

状
況

に
つ

い
て

は
、

原
則

と

し
て

時
価

評
価

し
、

実
質

的
な

運
用

利
回

り
に

よ
る

評
価

を
行

う
こ

と
。

ま
た
、

管

理
運

用
主

体
の

資
産

全
体

及
び

各
資

産
の

運
用

利
回

り
に

つ
い

て
は

、
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
収

益
率

に
よ

る
評

価
を

行
う

こ
と
。

た
だ

し
、

こ
れ

に
よ

り
難

い
場

合
に

あ
っ

て

は
、

管
理

運
用

の
方
針

に
お

い
て

そ
の

評
価

方
法

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
。

三
⇔

主
務

大
臣

及
び

管
理

運
用

主
体

は
、
積

立
金

の
運

用
に

対
す

る
被

保
険

者
の

理
解

を
促

進
す

る
た

め
、

被
保

険
者

に
対

す
る

情
報

公
開

及
び

広
報

活
動

を
積

極
的

に
行

う
こ

と
。

特
に

、
管

理
運

用
主

体
が

作
成

す
る

業
務

概
況

書
、

所
管

大
臣

（
法

第
七

十
九

条
の

六
第

四
項

に
規

定
す

る
所

管
大

臣
を

い
う

。）
が

行
う

管
理

積
立

金
の

管

理
及

び
運

用
の

状
況

の
評

価
の

結
果

並
び

に
主

務
大

臣
が

作
成

す
る

報
告

書
等

に
つ

い
て

は
、

分
か

り
や
す

い
も

の
と

な
る

よ
う

工
夫

す
る

こ
と

。

四
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

受
託

者
責

任
（

忠
実

義
務

及
び

善
良

な
る

管
理

者
と

し
て

の

注
意

義
務

を
遵

守
す

る
こ

と
を

い
う

。）
を

徹
底

す
る

た
め

の
機

能
を

確
保

す
る

と

と
も

に
、

業
務

を
的

確
に

遂
行

す
る

上
で

必
要

と
な

る
人

材
の

確
保

に
努

め
る

こ

と
。

五
⇔

管
理

運
用

主
体

は
、

積
立

金
の

運
用

に
係

る
業

務
の

実
施

に
関

し
て

、
必

要
な

情

報
の

提
供

を
行

う
等
、

相
互

に
連

携
を

図
り

な
が

ら
協

力
す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

。

六
⇔

主
務

大
臣

は
、

管
理

運
用

主
体

に
対

し
、

積
立

金
の

運
用

評
価

等
に

用
い

る
厚

生

年
金

保
険

の
被

保
険
者

の
賃

金
上

昇
率

等
の

実
績

を
適

時
に

提
供

す
る

こ
と

。

七
⇔

主
務

大
臣

は
、

財
政

の
現

況
及

び
見

通
し

が
作

成
さ

れ
た

と
き

そ
の

他
必

要
が

あ

る
と

認
め

る
と

き
は
、

本
指

針
に

検
討

を
加

え
、

必
要

に
応

じ
、

こ
れ

を
変

更
す

る

こ
と

。

第
三
・
四
…
一
部
改
正〔

令
和
二
年
二
月
総
・
財
・
文
・
厚
告
一
号
〕、

第
一
―
三
…
一
部
改
正

〔
令
和
七
年
三
月
総
・
財
・
文
・
厚
告
一
号
〕

前
⇔

文
 

⇔

令
和

二
年

四
月

一
日

か
ら

適
用

す
る
。

前
⇔

文
 

⇔

令
和

七
年

四
月

一
日

か
ら

適
用

す
る
。

〔
抄

〕
〔
令

和
二

年
二

月
二

七
日

 総
務

・
財

務
・

文
部

科
学

・
厚

生
労

働
省

告
示

第
一
号
〕

〔
抄

〕
〔
令

和
七

年
三

月
二

四
日

 総
務

・
財

務
・

文
部

科
学

・
厚

生
労

働
省

告
示

第
一
号
〕

一
九

六
〇

そ
の
他

　
　

積
立
金

の
管

理
及

び
運

用
が

長
期

的
な

観
点

か
ら

安
全

か
つ

効
率

的
に

行
わ

れ
る

よ
う

に
す

る
た
め

の
基
本

的
な
指

針



○
日

本
私

立
学

校
振

興
・
共

済
事

業
団

に
係

る
経

過

的
長

期
給

付
積

立
金

の
退

職
等

年
金

給
付

勘
定

へ

の
繰

入
れ

日
本

私
立

学
校

振
興
・

共
済

事
業

団
の

財
務

及
び

会
計

に
関

す
る

省
令

（
平

成
九

年
文

部
省

令
第

四
十

二
号

）
附

則
第

九
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
日

本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事

業
団

に
係

る
経

過
的

長
期

給
付

積
立

金
を

退
職

等
年

金
給

付
勘

定
へ

繰
り

入
れ

る
場

合
の

当
該

繰
入

れ
の

額
の

算
定

方
法

そ
の

他
必

要
な

事
項

を
次

の
よ

う
に

定
め
、

令
和

二
年

十

月
一

日
か

ら
適

用
す

る
。

一
　

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

の
財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
省

令
（

以
下
「

財

会
省

令
」

と
い

う
。）

附
則

第
八

項
に

規
定

す
る

経
過

的
長

期
給

付
積

立
金

の
繰

入
れ

（
以

下
単

に
「

繰
入

れ
」

と
い

う
。）

の
額

は
、

次
の

イ
の

額
か

ら
ロ

及
び

ハ
の

額
を

控
除
し

た
額

の
範

囲
内
と

す
る

。

イ
　

繰
入

れ
を

行
う

最
初

の
年

度
の

前
々

年
度

の
末

日
に

お
け

る
財

会
省

令
附

則
第

五

項
に

規
定

す
る

経
過
的

長
期

給
付

積
立

金
の

額

ロ
　

繰
入

れ
を

行
う

最
初

の
年

度
の

前
年

度
以

降
の

将
来

に
わ

た
る

経
過

的
長

期
給

付

（
財

会
省

令
附

則
第

二
項

に
規

定
す

る
職

域
年

金
経

理
で

経
理

す
る

給
付

を
い

う
。）

に
要

す
る
費

用
の
予

想
額

の
現

価
に

相
当

す
る

額

（
）

令
和

二
年

三
月

二
十

六
日

文
部

科
学

省
告

示
第

三
十

六
号

ハ
　
繰

入
れ

を
行

う
最

初
の

年
度

の
前

年
度

以
降

の
保

険
料

軽
減

費
用

（
被

用
者

年
金

制
度

の
一

元
化

等
を

図
る

た
め

の
厚

生
年

金
保

険
法

等
の

一
部

を
改

正
す

る
法

律

（
平

成
二

十
四

年
法

律
第

六
十

三
号

）
附

則
第

八
十

五
条

第
一

項
の

表
の

下
欄

に
定

め
る

率
か

ら
同

条
第

二
項

各
号

に
定

め
る

範
囲

内
の

率
を

算
出

す
る

に
当

た
り

同
号

の
規

定
に

よ
り

控
除

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

数
を

控
除

し
て

得
た

率
を

財
会

省
令

附
則

第
七

項
の

軽
減

保
険

料
率

と
し

た
場

合
に

お
け

る
同

項
の

規
定

に
よ

り
繰

入
れ

に
要

す
る

費
用

を
い

う
。）

の
予

想
額
の

現
価
に

相
当
す

る
額

二
　

毎
年

度
の

繰
入

れ
の

額
は

、
当

該
年

度
の

各
月

の
標

準
報

酬
月

額
及

び
標

準
賞

与
額

の
総

額
に

次
号

に
規

定
す

る
繰

入
率
を

乗
じ
て

得
た
額

に
相
当

す
る
額

と
す
る

。

三
　

繰
入

率
は
、

千
分

の
三

を
超

え
な

い
範

囲
に

お
い

て
、

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済

事
業

団
法
（

平
成

九
年

法
律

第
四

十
八

号
）

第
三

十
条

に
規

定
す

る
事

業
計

画
で

定
め

る
。

四
　

第
一

号
に

規
定

す
る

額
及

び
前

号
に

規
定

す
る

繰
入

率
は

、
少

な
く

と
も

五
年

ご
と

に
再

計
算

さ
れ

る
べ

き
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
け

る
第

一
号

の
規

定
の

適
用

に

つ
い

て
は

、
同

号
イ

中
「

繰
入

れ
を

行
う

最
初

の
年

度
の

前
々

年
度

」
と

あ
る

の
は

「
再

計
算

を
行

っ
た

年
度

の
前

年
度

」
と

、
同

号
ロ

及
び

ハ
中

「
繰

入
れ

を
行

う
最

初

の
年

度
の

前
年

度
」

と
あ

る
の

は
「
再

計
算
を

行
っ
た

年
度
」

と
す
る

。

五
　

令
和

二
年

度
に

お
け

る
第

二
号

の
規

定
の

適
用

に
つ

い
て

は
、「

各
月

」
と

あ
る

の

は
「

十
月

以
降

の
各

月
」

と
す

る
。

そ
の
他

　
　

日
本
私

立
学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
に

係
る

経
過

的
長

期
給

付
積

立
金

の
退

職
等

年
金

給
付

勘
定
へ

の
繰
入

れ
一
九

六
一



○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
規

則
第

四
条

の
二

第
二

項
第

四
号

に
規

定
す

る
文

部
科

学
大

臣
が

定

め
る

方
法

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

規
則

（
昭

和
二

十
八

年
文

部
省

令
第

二
十

八
号
）

第
四

条
第

二
項

第
四

号
の

規
定

に
基

づ
き

、
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
規

則
第

四
条

の
二

第
二

項
第

四
号

に
規

定
す

る
文

部
科

学
大

臣
が

定
め

る
方

法
を

次
の

よ
う

に
定

め
、
令

和

六
年

十
二

月
二

日
か

ら
適
用

す
る

。

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

規
則

第
四

条
の

二
第

二
項

第
四

号
に

規
定

す
る

文

部
科

学
大
臣

が
定
め

る
方

法

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

規
則

第
四

条
の

二
第

二
項

第
四

号
に

規
定

す
る

文
部

科

学
大

臣
が

定
め

る
方

法
は

、
当

分
の

間
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

も
の

と
す

る
。
た

だ
し

、

当
該

各
号

に
掲

げ
る

方
法

に
よ

り
、

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

（
昭

和
二

十
八

年
法

律
第

二
百

四
十

五
号

）
第

十
四

条
第

一
項

の
規

定
に

よ
る

加
入

者
又

は
そ

の
被

扶
養

者
（

以
下

「
加

入
者

等
」

と
い

う
。）

が
療

養
の

給
付

を
受

け
る

資
格

が
あ

る
こ

と
の

確
認

を
受

け

る
こ

と
が

で
き

る
の

は
、

当
該

確
認

が
同

法
第

二
十

五
条

に
お

い
て

準
用

す
る

国
家

公
務

員
共

済
組

合
法

（
昭

和
三

十
三

年
法

律
第

百
二

十
八

号
。
第

三
号

に
お

い
て

「
準

用
国

共

済
法

」
と

い
う

。
）

第
五

十
五

条
第

一
項

に
規

定
す

る
電

子
資

格
確

認
に

よ
っ

て
受

け
る

（
）

令
和

六
年

十
一

月
二

十
九

日
文

部
科

学
省

告
示

第
百

六
十

一
号

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
場

合
に

限
る

。

一
⇔

個
人

番
号

カ
ー

ド
（

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号

の
利

用
等

に
関

す
る

法
律
（

平
成

二
十

五
年

法
律

第
二

十
七

号
。

次
号

に
お

い
て

「
番

号
利

用
法
」

と
い

う
。）

第
二

条
第

七
項

に
規

定
す

る
個

人
番

号
カ

ー
ド

を
い

う
。

同
号

に
お

い
て

同
じ

。）
と

と
も

に
、

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

（
第

三
号

に
お

い
て

「
事

業
団

」
と

い
う
。）

か
ら

加
入

者
等

に
対

し
て

通
知

さ
れ

た
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
規

則
第

二
条

の
五

第
一

項
に

規
定

す
る

資
格

情
報

通
知

書
を

提
示

す
る

方
法

二
⇔

個
人

番
号

カ
ー

ド
と

と
も

に
、

番
号

利
用

法
附

則
第

六
条

第
三

項
に

規
定

す
る

情

報
提

供
等

記
録

開
示

シ
ス

テ
ム

を
通

じ
て

取
得

し
た

加
入

者
等

の
資

格
に

係
る

情
報

が
記

録
さ

れ
た

も
の

を
提

示
す

る
方

法

三
⇔

利
用

者
証

明
用

電
子

証
明

書
（

電
子

署
名

等
に

係
る

地
方

公
共

団
体

情
報

シ
ス

テ

ム
機

構
の

認
証

業
務

に
関

す
る

法
律

（
平

成
十

四
年

法
律

第
百

五
十

三
号

）
第

二
十

二
条

第
一

項
に

規
定

す
る

利
用

者
証

明
用

電
子

証
明

書
を

い
う

。
以

下
こ

の
号

に
お

い
て

同
じ

。）
の

発
行

を
受

け
た

者
が

、
当

該
利

用
者

証
明

用
電

子
証

明
書

の
有

効

期
間

が
満

了
し

た
日

か
ら

当
該

日
の

属
す

る
月

の
末

日
か

ら
三

月
を

経
過

す
る

ま
で

の
間

に
お

い
て
、

当
該

利
用

者
証

明
用

電
子

証
明

書
に

記
録

さ
れ

た
利

用
者

証
明

利

用
者

検
証

符
号
（

同
法

第
二

条
第

五
項

に
規

定
す

る
利

用
者

証
明

利
用

者
検

証
符

号

を
い

う
。）

に
対

応
す

る
利

用
者

証
明

利
用

者
符

号
（

同
項

に
規

定
す

る
利

用
者

証

明
利

用
者

符
号

を
い

う
。）

を
用

い
た

本
人

確
認

を
受

け
た

上
で

、
事

業
団

に
対

し
、

加
入

者
等

の
資

格
に

係
る

情
報

（
短

期
給

付
に

係
る

費
用

の
請

求
に

必
要

な
情

そ
の
他

　
　

私
立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
規

則
第

四
条

の
二

第
二

項
第

四
号

に
規

定
す

る
文

部
科

学
大

臣
が
定

め
る
方

法
一
九

六
二



報
を

含
む

。）
の

照
会

を
行

い
、

電
子

情
報

処
理

組
織

を
使

用
す

る
方

法
そ

の
他

の

情
報

通
信

の
技

術
を

利
用

す
る

方
法

に
よ

り
、
事

業
団

か
ら

回
答

を
受

け
て

当
該

情

報
を

療
養

の
給

付
を

受
け

よ
う

と
す

る
準

用
国

共
済

法
第

五
十

五
条

第
一

項
に

規
定

す
る

保
険

医
療

機
関

等
又

は
準

用
国

共
済

法
第

五
十

六
条

の
二

第
一

項
に

規
定

す
る

指
定

訪
問

看
護

事
業

者
（

以
下

こ
の

号
に

お
い

て
「

保
険

医
療

機
関

等
又

は
指

定
訪

問
看

護
事

業
者

」
と

い
う
。）

に
提

供
し
、

当
該

保
険

医
療

機
関

等
又

は
指

定
訪

問

看
護

事
業

者
か

ら
加
入

者
等

で
あ

る
こ

と
の

確
認

を
受

け
る

方
法

一
九

六
三

そ
の
他

　
　

私
立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
規

則
第

四
条

の
二

第
二

項
第

四
号

に
規

定
す

る
文

部
科

学
大

臣
が
定

め
る
方

法



○
東

日
本

大
震

災
に

対
処

す
る

た
め

の
特

別
の

財
政

援
助

及
び

助
成

に
関

す
る

法
律

の
厚

生
労

働
省

関

係
規

定
の

施
行

等
に

関
す

る
告

示〔
抄

〕

最
近
改
正
　
令
和

　
六
年
三
月
二
九
日
 厚

生
労
働
省
告
示
第
一
七
一
号
改
正

東
日

本
大

震
災

に
対

処
す

る
た

め
の

特
別

の
財

政
援

助
及

び
助

成
に

関
す

る
法

律
（

平

成
二

十
三

年
法

律
第

四
十

号
）

第
八

十
六

条
第

一
項
、

第
八

十
八

条
第

一
項

及
び

第
九

十

六
条

並
び

に
東

日
本

大
震

災
に

対
処

す
る

た
め

の
特

別
の

財
政

援
助

及
び

助
成

に
関

す
る

法
律

の
厚

生
労

働
省

関
係

規
定

の
施

行
等

に
関

す
る

政
令

（
平

成
二

十
三

年
政

令
第

百
三

十
一

号
）

第
二

条
〔

現
行

＝
一

条
＝

令
和

六
年

三
月

政
令

一
〇

二
号

に
よ

り
改

正
〕

の
規

定
に

基
づ

き
、

東
日

本
大

震
災

に
対

処
す

る
た

め
の

特
別

の
財

政
援

助
及

び
助

成
に

関
す

る
法

律
の

厚
生

労
働

省
関

係
規

定
の

施
行

等
に

関
す

る
告

示
を

次
の

よ
う

に
定

め
、
公

布

の
日

か
ら

適
用

す
る

。
た

だ
し

、
第

一
条

及
び

第
二

条
の

規
定

は
、

平
成

二
十

三
年

三
月

十
一

日
か

ら
適

用
す

る
。

（
法
第

九
十

六
条

の
厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
）

第
三

条
⇔

法
第

九
十

六
条

の
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
日

は
、
平

成
二

十
三

年
六

月
三

十

日
と

す
る

。

（
法

第
九

十
六

条
第
一

号
の
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
区

域
）

第
四

条
⇔

法
第

九
十

六
条

第
一

号
の

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

区
域

は
、
別

表
に

掲
げ

る

市
町

村
の

区
域

と
す
る

。

（
）

平
成

二
十

三
年

五
月

二
日

厚
生

労
働

省
告

示
第

百
五

十
四

号

別
表

（
第

四
条

関
係

）

青
森

県
八

戸
市

⇔
上

北
郡

お
い

ら
せ

町

岩
手

県
盛

岡
市

⇔
宮

古
市
⇔

大
船
渡

市
⇔

花
巻

市
⇔

北
上
市

⇔
久

慈
市

⇔
遠

野

市
⇔

一
関

市
⇔

陸
前

高
田
市

⇔
釜

石
市

⇔
二

戸
市

⇔
八

幡
平

市
⇔

奥
州

市
⇔

岩
手

郡
雫

石
町

⇔
同

郡


巻
町

⇔
同
郡

岩
手
町

⇔
同
郡

滝
沢
村

⇔

紫
波

郡
紫

波
町

⇔
同

郡
矢
巾

町
⇔

和
賀

郡
西

和
賀
町

⇔
胆
沢

郡
金
ケ

崎

町
⇔

西
磐

井
郡

平
泉

町
⇔

東
磐

井
郡

藤
沢
町

⇔
気
仙

郡
住
田

町
⇔

上
閉

伊
郡

大
槌

町
⇔

下
閉

伊
郡
山

田
町

⇔
同

郡
岩

泉
町

⇔
同

郡
田

野
畑
村

⇔

同
郡

普
代

村
⇔

九
戸

郡
軽
米

町
⇔

同
郡

野
田

村
⇔

同
郡

九
戸

村
⇔

同
郡

洋
野

町
⇔
二

戸
郡

一
戸

町

宮
城

県
仙

台
市

⇔
石

巻
市
⇔

塩
竈
市

⇔
気
仙

沼
市

⇔
白

石
市

⇔
名

取
市

⇔
角

田

市
⇔

多
賀

城
市

⇔
岩

沼
市

⇔
登

米
市

⇔
栗

原
市

⇔
東

松
島
市

⇔
大

崎
市

⇔
刈

田
郡

蔵
王

町
⇔

同
郡
七

ケ
宿
町

⇔
柴
田

郡
大
河

原
町

⇔
同

郡
村

田

町
⇔

同
郡

柴
田

町
⇔

同
郡
川

崎
町

⇔
伊

具
郡

丸
森
町

⇔
亘
理

郡
亘
理

町

⇔
同

郡
山

元
町

⇔
宮

城
郡
松

島
町

⇔
同

郡
七

ケ
浜
町

⇔
同
郡

利
府
町

⇔

黒
川

郡
大

和
町

⇔
同

郡
大
郷

町
⇔

同
郡

富
谷

町
⇔

同
郡

大
衡

村
⇔

加
美

郡
色

麻
町
⇔

同
郡

加
美

町
⇔

遠
田
郡

涌
谷
町

⇔
同
郡

美
里
町

⇔
牡

鹿
郡

女
川

町
⇔
本

吉
郡

南
三

陸
町

福
島

県
福

島
市

⇔
会

津
若

松
市

⇔
郡

山
市

⇔
い

わ
き

市
⇔

白
河

市
⇔

須
賀
川

市

⇔
喜

多
方

市
⇔

相
馬

市
⇔

二
本

松
市

⇔
田

村
市

⇔
南

相
馬
市

⇔
伊

達
市

⇔
本

宮
市
⇔

伊
達

郡
桑

折
町

⇔
同
郡

国
見
町

⇔
同
郡

川
俣
町

⇔
安

達
郡

大
玉

村
⇔
岩

瀬
郡

鏡
石

町
⇔

同
郡
天

栄
村

⇔
南

会
津

郡
下
郷

町
⇔

同
郡

檜
枝

岐
村
⇔

同
郡

只
見

町
⇔

同
郡
南

会
津
町

⇔
耶
麻

郡
北
塩

原
村

⇔
同

郡
西

会
津

町
⇔

同
郡

磐
梯
町

⇔
同
郡

猪
苗
代

町
⇔

河
沼

郡
会

津
坂
下

町

⇔
同

郡
湯

川
村

⇔
同

郡
柳
津

町
⇔

大
沼

郡
三

島
町

⇔
同

郡
金

山
町

⇔
同

郡
昭

和
村
⇔

同
郡

会
津

美
里

町
⇔

西
白

河
郡

西
郷
村

⇔
同
郡

泉
崎
村

⇔

同
郡

中
島

村
⇔

同
郡

矢
吹
町

⇔
東
白

川
郡
棚

倉
町

⇔
同

郡
矢

祭
町

⇔
同

郡
塙

町
⇔

同
郡

鮫
川

村
⇔

石
川

郡
石

川
町

⇔
同

郡
玉

川
村

⇔
同

郡
平

田

そ
の
他

　
　

東
日
本

大
震

災
に

対
処

す
る

た
め

の
特

別
の

財
政

援
助

及
び

助
成

に
関

す
る

法
律

の
厚

生
労

働
省
関

係
規
定

の
施
行

等
に

関
す

る
告

示
〔

抄
〕（

第
三

条
・

第
四

条
）

　
別

表
一
九

六
四



村
⇔

同
郡

浅
川

町
⇔
同

郡
古

殿
町

⇔
田

村
郡

三
春

町
⇔

同
郡

小
野

町
⇔

双
葉
郡

広
野
町

⇔
同

郡


葉
町

⇔
同

郡
富

岡
町

⇔
同

郡
川

内
村

⇔
同
郡

大
熊
町

⇔
同
郡

双
葉

町
⇔

同
郡

浪
江

町
⇔

同
郡


尾
村

⇔
相

馬
郡

新
地

町
⇔

同
郡

飯
舘

村

茨
城

県
水

戸
市

⇔
日

立
市

⇔
土

浦
市
⇔

石
岡

市
⇔

龍
ケ

崎
市
⇔

下
妻

市
⇔

常
総

市
⇔

常
陸

太
田

市
⇔
高

萩
市
⇔

北
茨

城
市

⇔
笠

間
市
⇔

取
手

市
⇔

牛
久

市
⇔

つ
く

ば
市

⇔
ひ

た
ち

な
か

市
⇔
鹿

嶋
市
⇔

潮
来

市
⇔

常
陸

大
宮

市

⇔
那

珂
市

⇔
筑

西
市

⇔
稲

敷
市

⇔
か

す
み

が
う

ら
市

⇔
桜

川
市

⇔
神
栖

市
⇔

行
方

市
⇔

鉾
田

市
⇔

つ
く

ば
み

ら
い

市
⇔

小
美

玉
市

⇔
東

茨
城

郡

茨
城
町

⇔
同
郡

大
洗

町
⇔

同
郡

城
里

町
⇔

那
珂

郡
東

海
村

⇔
久

慈
郡

大

子
町

⇔
稲

敷
郡

美
浦

村
⇔

同
郡

阿
見

町
⇔

同
郡

河
内

町
⇔

北
相

馬
郡

利

根
町

栃
木

県
宇

都
宮

市
⇔

小
山

市
⇔

真
岡

市
⇔

大
田

原
市
⇔

矢
板

市
⇔

那
須

塩
原

市

⇔
さ
く

ら
市

⇔
那

須
烏

山
市

⇔
芳

賀
郡

益
子

町
⇔

同
郡

茂
木

町
⇔

同
郡

市
貝
町

⇔
同
郡

芳
賀

町
⇔

塩
谷

郡
高

根
沢

町
⇔

那
須

郡
那

須
町

⇔
同
郡

那
珂
川

町

千
葉

県
千

葉
市
（

美
浜

区
に

限
る

。）
⇔

旭
市

⇔
習

志
野

市
⇔

我
孫

子
市

⇔
浦

安
市

⇔
香

取
市

⇔
山

武
市

⇔
山

武
郡

九
十

九
里

町

○
東

日
本

大
震

災
に

対
処

す
る

た
め

の
特

別
の

財
政

援
助

及
び

助
成

に
関

す
る

法
律

第
五

十
条

の
厚

生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
を

定
め

る
件

東
日

本
大

震
災

に
対

処
す

る
た

め
の

特
別

の
財

政
援

助
及

び
助

成
に

関
す

る
法

律
（

平

成
二

十
三

年
法

律
第

四
十

号
）

第
五

十
条

の
規

定
に

基
づ

き
、

東
日

本
大

震
災

に
対

処
す

る
た

め
の

特
別

の
財

政
援

助
及

び
助

成
に

関
す

る
法

律
第

五
十

条
の

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

日
は

、
平

成
二

十
四

年
二

月
二

十
九

日
と
す

る
。

（
）

平
成
二

十
四
年

二
月
二

十
四
日

厚
生
労

働
省
告

示
第
六

十
三
号

一
九

六
五

そ
の
他

　
　

東
日
本

大
震

災
に

対
処

す
る

た
め

の
特

別
の

財
政

援
助

及
び

助
成

に
関

す
る

法
律

第
五

十
条

の
厚
生

労
働
大

臣
が
定

め
る

日
を

定
め

る
件



○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
三

条
の

規
定

に
よ

る「
主

と
し

て
加

入
者

の
収

入
に

よ
り

生
計

を
維

持
す

る
こ

と
」の

認
定

に
つ

い
て

最
近
改
正

令
和

四
年
一
二
月
一
五
日

四
文
科
高
第
一
三
二
四
号

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法
（

昭
和

28
年

法
律

第
245

号
）

第
25

条
に

お
い

て
準

用
す

る

国
家

公
務

員
共

済
組

合
法

（
昭

和
33

年
法

律
第

128
号

）
第

２
条

第
１

項
第

２
号

に
規

定

す
る

「
主

と
し

て
加

入
者

の
収

入
に

よ
り

生
計

を
維

持
す

る
者

」
に

該
当

す
る

者
は
、

次

に
掲

げ
る

者
以

外
の

者
で

日
本

私
立

学
校

振
興

・
共

済
事

業
団

に
お

い
て

主
と

し
て

加
入

者
の

収
入

に
よ

り
生

計
を
維

持
す

る
者

と
し

て
認

定
し

た
も

の
と

す
る

。

１
　

そ
の

者
に

つ
い

て
当

該
加

入
者

以
外

の
者

が
一

般
職

の
職

員
の

給
与

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
25年

法
律

第
95

号
）

第
11条

第
１

項
に

規
定

す
る

扶
養

手
当

又
は

こ
れ

に
相

当

す
る
手

当
を

国
、

民
間
そ

の
他

か
ら

受
け

て
い

る
者

２
　

加
入

者
が

他
の

者
と

共
同

し
て

同
一

人
を

扶
養

す
る

場
合

に
お

い
て
、

社
会

通
念

上
、
そ

の
加

入
者

が
主
た

る
扶

養
者

で
な

い
者

３
　

年
額

130
万

円
以

上
の

所
得

が
あ

る
者

（
国

民
年

金
法

（
昭

和
34

年
法

律
第

141
号

）

及
び

厚
生

年
金

保
険

法
（
昭

和
29

年
法

律
第

115
号

）
に

基
づ

く
年

金
た

る
給

付
そ

の

他
の

公
的

な
年

金
た

る
給

付
の

う
ち

障
害

を
支

給
事

由
と

す
る

給
付

の
受

給
要

件
に

該

当
す

る
程

度
の

障
害

を
有

す
る

者
で

あ
る

場
合

又
は

60
歳

以
上

の
者

で
あ

る
場

合
に

あ

つ
て
は

、
年

額
180万

円
以

上
の

所
得

が
あ

る
者

）

（
）

昭
和

三
十

五
年

四
月

九
日

文
部

大
臣

裁
定

そ
の
他

　
　

私
立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
三

条
の

規
定

に
よ

る
「

主
と

し
て

加
入

者
の

収
入

に
よ

り
生
計

を
維
持

す
る
こ

と
」

の
認

定
に

つ
い

て
一
九

六
六



○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
四

十
条

に
規

定
す

る「
文

部
科

学
大

臣
の

定
め

る
も

の
」に

つ
い

て

最
近
改
正

令
和

二
年
二
月
一
八
日

元
文
科
高
第
一
〇
一
七
号

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

令
（

昭
和

28
年

政
令

第
425

号
）
第

40
条

に
規

定
す

る

文
部

科
学

大
臣

の
定

め
る

措
置

は
、

一
部

負
担

金
の

額
等

（
同

令
第

６
条

に
お

い
て

準
用

す
る

国
家

公
務

員
共

済
組

合
法

施
行

令
（

昭
和

33
年

政
令

第
207

号
）

第
11

条
の

３
の

３

第
１

項
第

１
号

イ
か

ら
ニ

ま
で

に
掲

げ
る

金
額

に
相

当
す

る
金

額
を

い
う

。）
の

払
戻

し

の
措

置
と

す
る

。

（
）

昭
和

五
十

九
年

十
月

一
日

文
部

大
臣

裁
定

○
私

立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
四

条
に

規
定

す
る「

文
部

科
学

大
臣

の
定

め
る

金
額

」に
つ

い
て

最
近
改
正

平
成
二
七
年
一
〇
月
一
日

二
七
文
科
高
第
六
三
四
号

私
立

学
校

教
職

員
共

済
法

施
行

令
（

昭
和

28
年

政
令

第
425

号
）

第
４

条
に

規
定

す
る

文
部

科
学

大
臣

の
定

め
る

金
額

は
、

年
額

850万
円

と
す
る

。

な
お

、
以

上
の

ほ
か

、
遺

族
に

係
る

生
計

を
維

持
す

る
こ

と
の

認
定

に
関

し
て

は
、

厚

生
年

金
保

険
に

お
け

る
生

計
維

持
関

係
等

の
認

定
基

準
及

び
認

定
の

取
扱

い
の

例
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

（
）

昭
和
六

十
一
年

四
月
一

日
文
部

大
臣
裁

定

そ
の
他

　
　

私
立
学

校
教

職
員

共
済

法
施

行
令

第
四

条
に

規
定

す
る

「
文

部
科

学
大

臣
の

定
め

る
金

額
」

に
つ
い

て
一
九

六
七
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